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明治＝大正期における神奈川県の水車事情
末 尾 至
?
Watermills Existed in Kanagawa Prefecture during 
Meiji-Taisho Era, Especially in the Early 20th Century. 
Y oshiyuki Sueo 
Since the Meiji Era, the watermills became taxable by local governments and eligible 
to pay watermill taxes provided by the law. This led to the necessity of submitting 
applications for establishing them and of notices of abolishing them. 
In Kanagawa Prefecture, except for Yokohama District which was rapidly modernized 
since the Meiji Era, there existed a lot of watermills especially in hilly or mountainous 
villages in the middle and western parts of the prefecture. The application and notification 
documents for these watermills in the Meiji-Taisho Era are preserved in some'gun' 
(county) offices, which amount to 211 volumes. The findings from those documents are 
as follows. 
In Kanagawa Prefecture, there were more non-irrigated fields than paddy fields, so the 
production of wheat, barley and millet exceeded that of rice. The watermills were used 
for flour-making and grain crushing rather than for rice cleaning. Also, as the silk raising 
was popular, nearly half of them were used for silk reeling, yarn twisting, and silk 
weaving. There were also timber mills in the mountains. 
ー 前
?
洋の東西を問わず，産業革命が進行していく中で，当初は重要な役割を果たした在来型の水
車も，近代的な動力機である蒸気機関や電動機などの登場とともに次第に疎んじられて衰退し
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表1 市郡別の水車分布状況（明治23年12月31日現在）
水車 水車保有 水車分布 水車1台
水車数 保有 村落の平 密度 当たり人口
村落率 均水車数 (/1000 km') 
ムロ ％ 台 台 人
横浜市 2 370 63,994 
久良岐郡 10 20.5 1.1 166 4,839 
橘樹郡 57 28.6 1. 7 343 1,561 
都築郡 43 34.8 1.8 323 799 
三浦郡 12 15.2 1.2 100 7,623 
鎌倉郡 28 23.6 1.3 211 1,640 
高座郡 133 30.0 4.0 483 638 
大住郡 175 47.1 3.6 826 403 
淘綾郡 19 31.6 3.2 667 882 
足柄上郡 191 63.5 3.5 467 208 
足柄下郡 125 41.4 3.5 572 456 
愛甲郡 141 88.9 8.8 735 236 
津久井郡 172 100.0 6.4 849 92 
計 1,108 38.2 3.5 471 675 
註1)明治26年に東京府に移管された西多摩，南多摩，北多摩の3郡は
除く。
2)大住郡と淘綾郡は明治29年に併さって中郡となった。
3)水車保有村落率とは郡ごとの村落総数で水車保有村落数を除し
た百分率。
［資料］明治24年版「徴発物件一覧表」によって作成。
なお「水車分布密度」，「水車1台当たり人口」の算出に必要な
市郡別面積，人口の数値は「明治22年23年神奈川県統計書」に
よった。
図1 神奈川県の市郡（明治23年当時）
ていく宿命を帯びていた。いわゆ
る動力革命と称せられる現象の一
つの局面である。
わが国で，そのような局面を詳
細に物語る明治・大正・昭和初期
にかけての資料の一つに，水車を
課税対象としていた地方庁が，水
車業者に提出を義務づけていた出
願届出の文書類がある。税金絡み
の事柄ゆえに重要性が高く，通常
は各府県庁ともに永年保存の処置
を講じているが，ただ，第2次世
界大戦時の罹災，戦後の廃棄処分
等の災厄によって失われてしまっ
た事例も数多い。水車研究の立場
からして残念という他はない。
筆者はこれらの文書類を，すで
に全国各地で広汎に追跡調査し終
えたが，その分析結果は，本紀要
に限っても群馬県と長崎県の場合
I) 
について 3度にわたって報告した。
本稿は， 1995年以来，延15日をか
けて閲読し終えた，神奈川県立公
文書館所蔵の水車関連文書の分析
を試みようとするものである。
ところで，出願届出文書の提出
を義務づけていたのは各府県が独
自に定めた水車業規則であるが，
神奈川県の「水車規則」はその内
容がかなり詳しく後世に伝えられ
ていて貴重である。また，神奈川
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県の「水車税」の項目立てや税額については，逐年追跡して見た結果，年とともに複雑化して
いくその経過が甚だ興味深い。それ故，本稿ではこれらの実態も紹介することとした。
なお神奈川県では，水車の出願届出の処理に関する権限が郡役所に一部委譲されたこととも
絡んで，水車関連文書は各郡役所ごとに「郡役所文書」として括られた簿冊群の中に見出され
る。しかし一部の「郡役所文書」では水車関連文書を全く欠く。本稿の最後で市町村史類など
で触れられた神奈川県下の水車事情を若干紹介したのは，このような「郡役所文書」での欠を
補う意味からである。
明治24年版『徴発物件一覧表』所載の数値によれば，神奈川県の水車台数 (1,108)は，道
府県別では 16位とそれ程傑出した地位にあるとはいえない。しかし，筆者がかつて道府県ごと
に算出した人口や面積に対する水車の分布密度となればその印象は幾分異なり，神奈川県の水
車1台当たりの対応人口 (675人）は，山梨県 (204人）や長野県 (209人）には遠く及ばない
ものの全国11位とその順位を上げ，さらに県面積l,OOOkm2当たりの水車台数 (471台）とな
れば長野県のそれ (404台）を抜き，山梨県 (506台）に次いで実に全国2位にまで浮上するの
である。この事実を指摘した旧稿の中でも触れたが，津久井郡などの神奈川県西縁部は，中部
地方の長野・山梨の両山岳県から北関東地方・東北地方南部にかけて拡がる水車卓越地帯に連
接し，その一翼を担う存在であった。ちなみに一言附言すれば，明治24年版『徴発物件一覧表』
を通覧したところ，郡内のすべての村々に水車が備わっていたという状況は，全国で唯一，こ
の神奈川県津久井郡27ヵ村についてのみ見られる現象である。
その事実をも含め，明治24年版『徴発物件一覧表』によって，神奈川県の水車関連データを
市郡別に表示したのが表1である。水車台数は市郡別には足柄上，大住，津久井の順に多く，
水車保有村落率は 100%の津久井に次いでは愛甲，足柄上の2郡に高率である。また，水車保有
村落が持つ水車の平均台数は，ーカ村に 8.8台の愛甲郡を筆頭に以下，津久井，高座の2郡が
これに続く。郡面積に対しての水車分布密度では，津久井，大住，愛甲がこの順で濃密である。
人口に対しての関係では，水車1台が僅か92人に対応している津久井郡を別格として以下，足
柄上，愛甲の2郡へと続く。
以上を総合すれば，文中に名の挙がった諸郡も含め，水車分布は高座郡以西の神奈川県中部・
西部地域に卓越していたと概略結論づけられようか。
このうち水車関連文書を比較的多数残しているのは，後段でも明らかな通り，津久井，足柄
上，高座の 3郡である。
100 
I 神奈川県の水車設置規則
1. 明治14年「水車規則」
神奈川県の水車設置規則は明治14年の甲 123号布達にまで遡る。すなわち次のようにある。
水車規則別紙之通相定メ該規則二抵触スル従前ノ布達等ハ総テ相廃候条此旨布達候事
但従前允許ヲ得タルモノハ其場所ノ地種地目字番号車数車輪ノ尺度臼数水路玖樋ノ尺度
等ヲ詳記シ絵図面ヲ添来ル八月十五日限リ所管区郡役所ヲ経由シ届出ヘシ
明治十四年七月廿六日 神奈川県令野村靖
以下，下記の「別紙」の「水車規則」へと続くが，ここでいう「該規則二抵触スル従前ノ布
達等」の内容には今のところ筆者の追跡は遡りえていない。ただ，この「従前ノ布達等」は，
必ずしも水車専ーの布達ではなかったと筆者はみている。なお，水車規則そのものは明治17年
1月19日に旧第9条を第10条に繰り下げ，新たに罰則を定めた新第9条を挿入するなど，一
部「改正追加」の措置をうけている。以下はその改正追加後の文言で示すこととする。なお，
第2条，第7条の条文中「第九条」とあるのは当然「第拾条」と書き改められるべきもので
ぁ¥。
水車規則
第一条水車翡伍ばむ；屈ヲ設置セントスル者ハ自用渡世ノ別ナク総テ此規則ヲ遵守ス
ヘシ
第二条水車ヲ設置セントスルモノハ第九条第一号書式二照シ其場所ノ地種地目字番号及
車数車輪ノ尺度臼数水路玖樋ロノ尺度等ヲ詳記シ其比隣地主井家作主及水路二関係
鍔靡翡奇占ノ地主又ハ用水組合町村総代人戸長等ノ連署又ハ奥書ヲ請ケ第九条第二号凡
例二拠リ調製シタル絵図面ヲ添へ所管郡区役所ヲ経由シ本庁へ出願スヘシ
第三条水路二関係アル地主数十名ニシテ各自連署スルニ不便ナル場合二於テハ協議ノ上
弐名以上ノ総代ヲ以テ連署又ハ奥書スルヲ得ヘシ
但比隣地主家作主ハ各自連署スヘシ
第四条水路関係ノ地主他管下町村二係ルJ:¥=-ハ本人ヨリ其地主戸長等二謀リ故障ナキニ於
テハ其旨書面ヲ取リ願書二添へ差出スヘシ
（ママ）
第五条水車設置ノ為メ堤塘土揚敷道敷等ヲ堀割水路ヲ設クルモノハ其地ノ官民有ヲ不問
埋樋トナシ堤防土揚通路等ノ支障不相成様致スヘシ
第六条水路関係アル地主等二於テ故障ナキモ堤防治水ノ妨害トナリ其他公益ヲ損害スル
モノト視認ムルJ:¥=-ハ許可セサルモノトス其既二許可シタルモノト雖モ右ノ如キ場合二至
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ルトキハ一時水車ノ使用ヲ差止メ又ハ禁止セシムル7アルヘシ
第七条 允許ヲ得タル後チ場所ノ位置計邸及水路ヲ変換シ水路奴樋口井車輪ノ尺度ヲ伸縮
シ又ハ臼数ヲ増減シ或ハ売買譲渡代換改姓名等二係ルモノハ第九条第三号以下ノ書式ニ
照シ所管郡区役所ヲ経由シ本庁へ願又ハ届出ヘシ
第八条 允許ヲ得タル後チ若シ其水車場ヲ他所へ移転シ又ハ水火風災等ノ為メ再設セント
スル片ハ更二此規則二照シ願出ヘシ
第九条 此規則二背ク者ハー日ノ拘留二処シ又ハ十銭以上壱円以下ノ科料二処ス
第拾条願書書式及絵図調製凡例左ノ如シ
［第一号］
水車讐、）再設囮願書書式
字何
何番貼地第何種
讐尉反別何程ノ内
ー水車場壱ヶ所
此水車何輌差渡何尺
此揖臼 何柄
外万力碓何台
但水路樋口晨麒平常水深何尺
（殊更二玖樋ヲ伏セサルモノハ
水疇横ノ尺度ヲ記スヘシ ） 
何国何晨何け
願人何之誰
右者何川何用水ヲ引用ヰ書面ノ通リ水車設置〔（或ハ）水火風災二罹リ毀失（又ハ）何々二
付再設〕仕度尤村内ハ勿論水上水下村々 （マ於マ）テ故障筋無御座候間御許可相成度此段奉願候也
年月 日 右 何之誰印
隣地々主 何之誰印
同 何之誰印
同家主 何之誰印
同 何之誰印
水路関係地主 何之誰印
（或ハ）
右何之代筆誰 何之誰印
神奈川県令某殿 戸長 何之誰印
前書水車設置二付私共村内二於テ総テ故障筋無御座候依之奥書調印仕候也
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水上何村
戸長 何之誰印
地主総代 何之誰印
（或ハ）用水総代 何之誰印
水下何村
戸長 何之誰印
地主総代 何之誰印
（或ハ）用水総代 何之誰印
［第二号］
絵図調製凡例
ー地租改正地図ヲ抜抄ス
ー水車ヲ設置スヘキ場所及其地種，地目，持主氏名，其比隣ノ地目及持主氏名，其他用水
引水口，玖樋其本流へ堰留ヲナス場所河川用水ノ名称方位等ヲ明ラカニスヘシ
ー水車ヲ設置スヘキ場所及地目河川用水等ハ色分ケヲナスヘシ
（ママ）
ー川敷堀敷等へ直チニ水車輪ヲ仕掛ケ或ハ堰塘土揚敷道敷澗敷等ヲ堀割水路ヲ設ケントス
ルモノハ其地種賢醤地目は墨項贋ヲ記入スヘシ
［第三号］
水車雷蒻翫頁
字何
何番魯有地第何種
宅地反別何程之内
ー水車場壱ヶ処
此水車何輌
此播臼
外万力碓
但水路樋口
差渡何尺
内何尺増加
何柄
内何柄増加
何台
内何台増加
竪何尺
内何尺増加
横何尺
内何尺増加
何国何農何貫
願人何之誰
平常水深何尺内何尺増加
右ハ何川何用水二引用ヰ書面之場処二於テ水車営業罷在候処今般臼数増加（或ハ）水路樋
口縦横ノ尺度ヲ増加シ（或ハ）別紙図面之通水路ヲ変換仕度尤モ右二付総テ故障筋無御座
候間御許可相成度此段連署ヲ以テ奉願候也
明治＝大正期における神奈川県の水車事情
［第四号］
水車梨魯尺度減少御届
字何
何番真有地第何種
宅地反別何程之内
ー水車場壱ヶ処
此水車何輌
此攘臼
外万力碓
但水路樋口
差渡何尺
外何尺減
何柄
外何柄減
何台
外何台減
竪何尺
外何尺減
横何尺
外何尺減
（日付欄・署名欄・宛名欄省略：筆者注）
何国何農何け
持主何之誰
平常水深何尺外何尺減
右者今般都合二拠リ書面臼数（或ハ）水路樋口之尺度等減少仕候間此段御届申上候也
（日付欄・署名欄・宛名欄省略：筆者注）
［第五号］
水車醤枷届
字何
何番魯有地第何種
宅地反別何程之内
ー水車場壱ヶ処
此水車何輌差渡何尺
此掴臼 何柄
外万力碓何台
但水路樋口厨け岱 平常水深何尺
何国何農何打
胃渡人何之誰
9受人何之誰
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（ママ） （ママ）
右水車何之誰処有営業罷在候処今般代塁宮柵何之誰へ儡渡同人処有営業仕候間此段御届申
上候也
（日付欄・署名欄・宛名欄省略：筆者注）
［第六号］
改名御届書
何国何晨何印何番地
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何之誰事
何之誰
本村何番地二於テ水車営業罷在候処今般改名仕候間此段御届申上候也
（日付欄・署名欄・宛名欄省略：筆者注）
以上，願書の書式などに至るまで，事細かに水車規則は定められはしたものの，その運用に
関していえば必ずしも即座に順調とは参らなかったようである。
水車場（紡績用共）新設スル者自用渡世ヲ不論昨十四年七月本県甲第百廿三号布達水車規
則二照準シ本県二出願許可ヲ得タル上二非ラサレバ開業不相成筈二有之然ルニ近来該規則
之順序ヲ経スシテ猥リニ新設シ其甚敷二至テハ出願セザル耳ナラス窃二営業井自用二相用
ル者モ可有之哉二相聞へ且ハ臨検之際斯ル不都合之場合アルニ於而ハ即チ県達違犯ニモ可
相成以ノ外之所存二付向後右等之所行無之様精々注意ヲ加へ各村民二告喩有之度此旨諭達
二及候也
例えば愛甲郡長中立稲次郎の名において，明治15年4月5日「水車場新設方二付郡下各町村
戸長へ諭達案」として作成された上のような文案もその事実を物語っている。勿論，無願水車
の存在は後にも触れる通り，何らこの地，この期に限られるものではなかった。
なお，この期の水車設置出願文書の一例を，足柄上郡金田村（現大井町）の穀揚挽水車の例
8) 
でもって，絵図面（図 2) とともに示せば次の通りである。
水車設置願
足柄上郡金田村金子字上河原四百八十七番
民有地第一種
田六畝弐拾歩ノ内
ー水車壱ヶ所
此水車壱輌差渡一丈二尺
此播臼八柄
外万力碓壱台
但水路樋口晨三符 平常水深五寸
足柄上郡金田村金子
願人間宮文次郎
右者金田村金子河原林堰用水ヲ引用シ書面ノ通リ水車設置仕度尤モ村内ハ勿論水上水下町
村二於テ故障筋無御座候間御許可相成度此段奉願候也
明治四十五年三月九日
右願人 間宮文次郎⑱
足柄上郡金田村金子
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図2 足柄上郡金田村から出願の穀揚挽水車図面
隣地主 武井丑三助⑱
仝郡仝村
隣地主 片野良太郎＠
仝郡仝村
用水惣代二見堅太郎⑲
仝郡仝村
地主惣代間壁幸太郎⑲
金田村長代理助役間宮 回圃
神奈川県知事大島久満次殿
前書ノ水車設置願二付私共村内二於テ故障ノ筋無之依之奥書調印仕候也
水上松田町長北村岩吉匝l
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地主惣代北村崎太郎＠
水路惣代橋本為吉⑲
水下曽我村長柏木幸次眼到
曽我村地主惣代井上定次郎R
水路惣代渋谷儀三郎⑲
2. 郡役所への一部事務委任
この明治14年水車規則は後述の通り大正3年9月まで有効であったが，そこに至る間に水
車設置願に対する当局側での取扱いに一部変更が生じた。すなわち，明治37年3月31日付の
神奈川県令26号は「郡市長委任条件ノ改正」を定めているが，その一箇条には次の通り水車設
9) 
置願の場合も含まれている。
郡市長委任条件左ノ通改正ス
本令ハ明治三十七年四月一日ヨリ施行ス
明治三十七年三月三十一日 神奈川県知事周布公平
（前略）
ー水車設置ノ事但シ河川ヲ使用スルモノ及之ヲ分水使用スルモノヲ除ク
（後略）
なおこの件に関しては，上の箇条の「但シ」以下の除外規定の解釈を巡って各地の郡役所か
ら問合わせがあったとみえ，改めて 4月13日付で内務部長から各郡役所に次のような通牒が
10) 
発せられた。
本年三月三十一日本県令第二十六号ヲ以テ改正委任条件中二加ヘラレタル水車ノ設置ハ，
河川水流ノ敷地若ハ水面二直接施設スルモノ，及，川名アル河川ノ分水ヲ除キタルノミヲ
以テ，川名ナキ渓川・用悪水路ノ如キ水流ノ分水ハ共二委任セラレタル義二有之候条，左
記ノ通御取扱相成度，依命此段及御通牒候也（読点・中点筆者）
明治三十七年四月十三日
内務部長谷口留五眼回
00郡長0000殿
ー河川水流ノ敷地若ハ水面二直接施設セントスル水車ハ従前ノ通本庁二出願セシメラレ度
候
二川名アル河川ヨリ分水セントスルモノハ其施設全部ノ位置及設計方法等ヲ詳記シタル書
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類図面ヲ本庁二提出シテ分水路設置ノ許可ヲ請ハシメ其許可アリタルモノニ限リ水車ノ
設置ヲ許可スル順序二御取扱相成度候
三川名ナキ渓川用悪水路等ノ水流ヨリ分水シテ設置セントスル水車ハ其締切堰及分水路ノ
（ママ）
施設ヲモ併セテ御所理相成度候
四別紙第一号二記載セル流域二府県以上二跨ル河川ノ支派川ノ分水ハ其引水口及吐口同一
河川二属シ且本県内二在リテ前項二該当スルモノニ限リ委任セラレタル義二付本項ノ分
水ヲ許可セラレタルトキハ別紙第二号ノ書式二依リ即時御報告相成度候
五水車及之二伴フ分水路締切堰設置等ヲ許可スルトキ下付シ来リタル指令ノ文例ハ別紙第
三号ノ通二有之候
［第一号］ 流域二府県以上二跨ル河川
ー多摩川
（支川）三沢川谷戸川
（派川）大丸用水稲毛川崎ニヶ領用水
一鶴見川
（支川）谷本川矢崎川麻生川長坂川笹谷川烏山川矢上川早淵川江川
六所川段右ェ門入川恩田川奈良川
（派川）小机ヨリ分水セル用水
一境川
イタチ
（支川）柏尾川和泉川深谷川抽川（ルビ筆者）
（小支川）岩川舞岡川品濃/I 阿久和川平戸川永谷川
ー相模川
（支川）佐野川道志川秋川阿津川串川中津川小鮎川恩曽川鳩川
目久尻川
（小支川）早戸川川弟川萩野川 田村堀川
一酒勾川
（支川）河内川畑川皆瀬川尺里川内川川音川（兒置間）狩川
（小支川）玄倉川中川• 中津川苅田川辻下川月沢川大刀洗川洞川権兵
衛川仙了川分沢川和泉川
（派川）酒勾堰
一千渡瀬川
（支川）藤木川
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以上ノ幹支派川ヨリ分派シ又ハ之二注入スル水流ハ総テ流域二府県以上二跨ル河川トス
［第二号］ 流域二管轄二跨ル河川分水報告
何郡何町村大字何小字何地内
ー何（幹川名）川（支流）何々分水
但シ水車設置ノ為メ字何々地内二於テ分水シ何字地内二於テ同一（水路）（沢） (JI I)ニ
注入ス
右及報告候也
明治三十0年0月0日
知事宛
郡長00000
かいじゅう
以上，その内容はいささか晦渋であるが，要は主文の第1項，第2項に関しては引続き本庁
が対応するものの，第3項の「川名ナキ渓川・用悪水路等ノ水流」から分水して水車を設置す
る場合に限って，事務を郡役所に委託しようというのである。なお，この方針は隣接府県に跨
がる河川関連の支川・小支川にも及ぶものであった。詳細な別紙「第一号」はそれへの配慮か
ら添付されたものである。
なお上の第5項に言う第三号別紙については何故か何ら記されるところがない。
ところで，この通牒を受けた郡役所の対応状況は高座郡役所に残された文書によっても察せ
られよう。すなわち， 4月15日に内部で評議した各町村役場宛の「水車設置願二付注意ノ件」
11) 
の按文は次の通りである。
本年三月三十一日本県令第二十六号ヲ以テ改正委任条件中二加ヘラレタル水車設置願ヲ当
庁二於テ処分候分ハ，河川水流ノ敷地若ハ水面二直接施設スルモノ，及，川名アル河川ノ
分水ヲ除キタルモノナルヲ以テ，川名ナキ渓流・用悪水路ノ如キ又夕其水流ノ分水ニシテ，
左記ノ通二候条為念此段及通牒候也（読点・中点筆者）
年月日
各町村役場宛
郡役所
ー河川水流ノ敷地若クハ水面二直接施設セントスル水車ハ従来ノ通県庁へ出願ノ事
二川名アル河川ヨリ分水セントスルモノハ其施設全部ノ位置及設計方法等ヲ詳記シタル書
類図面ヲ添へ県庁へ出願シ該分水路設置ノ許可アリタル後チ水車ノ設置ヲ出願ノ事
三川名ナキ渓川用悪水路等ノ水流ヨリ分水シテ設置セントスル水車ハ其締切堰及分水路ノ
施設ハ当庁へ出願ノ事
四別紙第一号二記載セル河川ノ支派川ノ分水ハ其引水口及吐口同一河川二属シ且ツ本郡内
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二在リテ前項二該当スルモノハ当庁二出願ノ事
（別紙第一号）
一境川
（支川）柏尾川和泉川深谷川イ1詞川（ルビ筆者）
（小支川）岩川舞岡川品濃川阿久和川平戸川永谷川
ー相模川
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（支川）佐野川道志川秋川阿津川串川中津川小鮎川恩曽川鳩川
目久尻川
（小支川）早戸川川弟川萩野川 田村堀川
ちなみに，ここに別紙第一号として列挙される境川・相模川水系関連の（支川）・（小支川）リ
ストは，前出の県が作成したリストから高座郡が関わる境川・相模川水系分をそのまま抜き出
し，忠実に再掲したものである。それ故，（支川）・（小支川）のリスト中には高座郡とは関係な
く，隣接する津久井，愛甲，鎌倉の各郡に限定されるものも多数含まれる。高座郡が関わるの
は僅かに相模JII水系の鳩川，目久尻川くらいであろう。
3. 大正3年「水車規則」
大正3年9月4日付の神奈川県令57号が定めた新たな水車規則は，先のそれが穀類調製加
工用水車のみを念頭にしていたのに対して，用途の多様化にも対応した次のような内容であ
12) 
った。
水車規則
第一条 本則二於テ水車卜称スルハ其ノ自家用タルト営業用タルトヲ問ハス水カヲ利用ス
ル諸車ヲ謂フ
第二条 水車ヲ設置セントスル者ハ町村役場，郡市役所ヲ経由シテ知事二願出許可ヲ受ク
ヘシ（後略）
第三条 水車設置ノ願書ニハ左記各号ヲ具備スヘシ
ー，水車設置ノ位置並利用河川，水路ノ名称
二，水車設置ノ目的並自家用営業用ノ区別
三，水車ノ輪径及員数
四，据付動力機（正しくは作業機：筆者注）ノ名称及其ノ員数，箇数，又ハ枠数
五，平面図 水車設置ノ位置並附近ノ形状，利用河川，水
路ノ流向及新水路，堰壊ノ位置，方位等明示
六，水車設置ノ土地力他人ノ所有二属スルトキハ其ノ所有者ノ承諾書又ハ連署
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七，水車設置ノ為新二水路又ハ堰壊ヲ設クルモノニ在リテハ其ノ設計書，図面
第四条許可ヲ受ケタル後左ノ各号ノーニ該当スルトキハ直二町村役場，郡市役所ヲ経由
シテ知事二届出ツヘシ
ー，水車ヲ廃止シタルトキ
二，水車ヲ売買若ハ譲渡シタルトキ
三，遺産相続又ハ家督相続二依リ水車ノ所有権ヲ取得シタルトキ
四，改姓名ヲナシタルトキ
前項ノ届書ハ売買譲渡二在リテハ当事者之二連署シ相続改姓名二在リテハ市町村長ノ証
明ヲ受ケ又ハ戸籍抄本若ハ謄本ノ添付ヲ要ス
第五条公益上其ノ他知事二於テ必要アリト認ムルトキ又ハ本則ノ規定若ハ許可ノ条件ニ
違背シタリト認ムルトキハ許可ヲ取消シ若ハ其ノ効カヲ停止シ又ハ水車ノ改造若ハ除却
ヲ命シ又ハ水車ノ設置二因リテ生スル障害ヲ予防スル為二必要ナル設備ヲ為サシムルコ
トアルヘシ
第六条許可ヲ受ケスシテ水車ヲ設置シ又ハ漫リニ其ノ位置ヲ変更シタル者ハ之ヲ原状ニ
回復セシム但シ実地ノ状況二依リ特二事後二於テ許可スルコトアルヘシ
前項ノ規定二基キ復旧ヲ命スルニ当リ原状ノ不明ナル場合ハ其ノ回復ノ程度ハ知事之ヲ
指定ス
第七条許可ヲ受ケタル者又ハ受ケスシテ水車ヲ設置シタル者二於テ本規定若ハ許可ノ条
件二基キテ発スル命令ノ義務ヲ履行セサルトキハ知事ハ代テ之ヲ執行シ又ハ第三者ヲシ
テ代テ之ヲ執行セシムルコトアルヘシ
第八条本規定又ハ許可ノ条件二基キテ発スル命令ノ義務ヲ履行スルタメニ生スル費用及
前条ノ費用ハ総テ其ノ義務者ノ負担トス之力為義務者二於テ損害ヲ被ルコトアルモ賠償
ヲ請求スルコトヲ得ス
第九条第二条ノ規定二違背シタル者ハ拘留又ハ科料二処ス
附則
第十条本則ハ発布ノ日ヨリ之ヲ施行ス
明治十四年七月甲第百二十三号布達水車規則ハ本則施行ノ日ヨリ之ヲ廃止ス
第十一条 本則施行前二許可ヲ受ケ水車ヲ設置シタルモノハ本則二依リ許可ヲ受ケタルモ
ノト看倣ス
第十二条 発電ノ動カ二供スル目的ヲ以テ設置スル水車ニハ本則ヲ適用セス
この新規則による水車設置願の事例は，添えられた絵図面（図 3)つきで示せば例えば次の
明治＝大正期における神奈川県の水車事情 111 
予
----、 --｀ヽ
2831 ‘”‘ 
- --
/I 
? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ?
?
図3 津久井郡串川村根小屋から出願の紡績水車図面
13) 
通りである。
紡績水車設置願
津久井郡串川村根小屋弐千六百弐拾五番地
高城 太蔵
津久井郡串川村根小屋字東寺沢
弐千六百八拾七番ノイ号
ー紡績水車壱ヶ所
此水車壱輪
（営業用）
差渡壱丈五尺
但シ水路及取入ロハ別紙設計図ノ通リ
仝郡仝村仝所弐千六百九拾弐番地ノ内
（ママ）
（樋口横七寸堅六寸）ー紡績器械場
此紡績用器
ー設計ノ方法
八丁 四台
水路ハ別紙略図ノ如ク本村共有地ヨリ流出スル沢水ヲ取入レ水車ヲ設ケ長サ拾弐間
ノ鉄真棒ヲ以テ宅地内二据附アル器械ヲ運転スルモノニ有之候
右ハ今般前書ノ通リ紡績水車ヲ設置営業仕度候尤モ是ガ為メ治水井二通路等ハ奄モ支障無
之候二付御許可被成下度因隣接地主連署ノ上設計略図相添へ此段願上候也
大正六年弐月七日
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右願人高城太蔵⑲
津久井郡串川村根小屋弐八参四番地
隣接地主久米勝五郎＠
仝郡仝村仝所弐六九参番地
久米与五郎⑲
仝郡仝村仝所弐六七参番地
仝 長谷川菊次郎⑲
仝郡仝村仝所弐七〇九番地
久米徳蔵⑲
神奈川県知事有吉忠ー殿
ただ，このように定められた新たな水車規制はその運用を巡り，「郡市長委任条件ノ改正」を
定めた明治37年県令26号関連の，前記の内務部長の通牒との間で矛盾をはらんでいた。すな
わち通牒の第2条には，「川名アル河川ヨリ分水セント」する場合は「書類図面ヲ本庁（県：筆
者注）二提出シテ分水路設置ノ許可ヲ請ハシメ其許可アリタルモノニ限リ（郡役所ガ：筆者注）
水車ノ設置ヲ許可スル順序」とある。しかるに大正8年5月，津久井郡串川村（現津久井町）
大字長竹での，串川からの分水による水車設置出願を同年12月に県が一括許可してしまった
14) 
のである。その問題の設置出願文書は，几帳面に分水と水車設置を別記するものであった。絵
図面（図4) と併せて次に示す。
分水及紡績水車設置願
分水
ー，分水ノ目的
紡績水車設置ノ為メ
ー，分水ノ位置
津久井郡串川村長竹第一五三六番地
願人 本多卯市
津久井郡串川村長竹字門一五三六番ロノニ号地先串川ヨリ引入レ仝番地内二於テ仝川二
注入ス別紙図面ノ通リ
ー，分水路ノ設計
分水路ハ長十六間幅二尺深一尺五寸ニシテ土手側ノ大部分ハ岩石ニシテ是レヲ切リ取リ
片側ハ石垣ヲ以テ築立テ・「コンクリート」ヲ以テ別紙図面ノ通リ堅牢二施行ス
紡績水車設置
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~1 l11~ 薗に」
工畑田川山道
場 堀林路
図4 津久井郡串川村長竹から出願の紡績水車図面
ー，紡績水車場ノ位置
津久井郡串川村長竹字門ー五三六番地イノ三号民有地第一種山林反別壱畝弐歩
ー，紡績水車機械 営業用
水車一輌
紡績用八丁
差渡一丈二尺
ーム
ーロ
右分水及紡績水車設置ノ義御許可被成下度是ガ為メ治水並二村内二於テモ故障ノ筋無之候
間此段奉願候也
大正八年五月十五日 右
願人本多卯市＠
津久井郡串川村長竹千七百五拾壱番地
醤麟奮下鄭串仙助⑲
仝郡仝村弐千〇五拾六番地
羹圭接続 山本忠吉⑲
仝郡仝村長竹一六四四
対岸地主興津佐七⑲
同郡同村一六五四
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対岸地主 斎藤熊太浪質⑲
神奈川県知事井上孝哉殿
これを巡っての県の措置に対しては，早速，津久井郡長から 12月19日付で，「…本多卯市二
対シ分水水車設置ノ件…分水路設置卜水車設置卜合セテ許可セルカ如ク被認候斯クテハ郡長委
（ママ）
任条件…二関スル…通牒…第二号卜抵触セルニ依リ…水車設置ノ許可ハ無効ノ如ク思考候…」
とする疑義が書き送られている。
それに対する内務部長の回答 (12月23日付）は，「…河川ノ分水卜水車設置トヲ分割処分ス
ルハ相互ノ手数不勘二付事務簡捷上其ノ一方県二属スルトキハ併テ県二於テ処分スルノ方針ヲ
（ママ）
採レル…」という新基準の提示であった。その文面の結びは先の「…通牒第二号ハ消滅シタル
義卜御了知相成度」とある。以上の方針変更の通知は当然各郡長にも流されている (12月25日
付）が，津久井郡に発したこの経緯を伝える一件書類を筆者が偶然発見したのも，鎌倉郡役所
15) 
の簿冊の中においてであった。
たちばな
最後に，橘樹郡は具体的な水車出願届出文書を一切残していないが，「例規録（土木）」と称
する簿冊の中に，大正9年に県が定めて各郡市長に2月4日付で通知した水車設置許可報告の
16) 
様式を収めている。他の郡役所文書には見られぬ点からして貴重なものかも知れない。その文
面と様式（原典は縦組み）は次の通りである。
水車設置許可報告二関スル件
標記ノ様式別紙甲号ノ通改正候条自今右様式二依リ御報告相成度
尚調査ノ必要有之候条来ルニ月二十日限リ乙号様式二拠リ一月三十一日二於ケル現在取
調回報相成度候
追テ表中水量ハ可成調査記入相成度
甲号（大正九年二月一日以降二許可セルモノニ対スル報告様式）
水車設置ノ位置
使用河川並水路ノ名称 使用水量
設置ノ目的 自家用営業用ノ別
水車ノ輪径及員数 出願人
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明治＝大正期における神奈川県の水車事情
I 水車税の推移
1. 穀類調製加工用主体の税則
115 
神奈川県の水車に対する確たる税則は，明治12年度の「地方税税則」の中に次のような形で
17) 
初出する。
第 1等臼数20柄以上
第2等臼数20柄未満10柄以上
第3等臼数10柄未満5柄以上
第4等臼数5柄未満
年税金5円
金3円
金1円50銭
金 50銭
但万力碓1台ハ臼数5柄二当算シ且紡績用ノ水車ハ総テ第4等ノ税ヲ課ス
すなわち，水車の主要用途である掲臼（播臼）を念頭に，これに臼数—単位は杵の柄数—
に応じて 4段階の税額を定め，補足的に万力碓（万力すなわち歯車機構をもつ挽臼）と紡績水
車にも触れたもので，要するに万力碓1台は金1円50銭，紡績用水車は金50銭である。なお
後段で明らかとなるが、紡績の意味する内容は製糸と撚糸であった。
明治 13年度には掲臼税額の等級分けに小修正が施され，第4等が二分されて新たに税額を
減じた第5等が立てられた。すなわち
第4等臼数5柄未満3柄以上 金 50銭
第5等臼数3柄未満 金 30銭
である。なお，税額表の冒頭に課税対象の水車は「自用渡世トモ」との注釈が付くのはこの年
18) 
からである。
次いで明治14年度の税額表は前年を踏襲していて変更がないが，紡績用水車については「自
19) 
用渡世共 年額金50銭」との項目立てがここに来て初めて確立する。また，この年から地方
税則が区部（すなわち「横浜区」対象）と郡部とに二分されるが，水車に対する税則は「郡部
地方税則」の中にみられるのみである。
明治 15年度には，最高ランクを従来の「臼数20柄以上」から「50柄以上」に引上げ，さら
20) 
に全般を 5柄刻みに細分して次のように改めた。
第1等 揖臼 50柄万二力算碓ス以ハ揺下碓倣之5柄以、上 金 10円
第2等 同 50柄未満 45柄以上 金 9円
第3等 同 45柄未満 40柄以上 金 8円
第4等 同 40柄未満 35柄以上 金 7円
第5等 同 35柄未満 30柄以上 金 6円
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第6等 同 30柄未満 25柄以上 金 5円
第7等 同 25柄未満 20柄以上 金 4円
第8等 同 20柄未満 15柄以上 金 3円
第9等 同 15柄未満 10柄以上 金 2円
第10等 同 10柄未満 5柄以上 金 1円
第11等 同 5柄未満 3柄以上 金 50銭
第12等 同 3柄未満 金 30銭
最高ランクの引上げは実情に則する形で税収増を図ったものであろうが，一方， 20柄未満ラン
クの税額は従来と大差がない。なお，紡績用水車の年額50銭も前年のままである。
上記の税表は，前年同様「郡部地方税則」の中にみられるにすぎない。他方，区部について
21) 
は「区部地方税賦課規則」の中で水車は「除税」の対象として明記されている。明治 15年甲 132
22) 
号布達に基づく措置であるが，横浜の水車が数の上で課税対象に値しなかった証拠であろう。
明治 15年度のこの税則は，翌 16年度以後も 21年度に至るまで，併せて 7年間にわたって不
23) 
動である。ただ，明治 17年以降は法律の改正によって水車税が「営業税雑種税」に含まれたこ
とに応じ，「地方税則」は「営業税雑種税課目課額」という見出しに変更されて以後固定する。
次いで明治22年度は，揚臼の 12ランク分けには変化はないものの税率は一律に 20%削減さ
24) 
れ，第1等の金8円から第12等の金24銭に至るまで全般に変更をみた。この減税措置の理由
は定かではない。また，「紡績用水車」の項目は「紡績用其他水車」と改まって用途種類の多様
化を物語っているが，税額は同じく 20%削減されて金40銭とある。なお明治23年度も同様で
25) 
あった。
26) 
明治 24年度からは，税額は旧に復して明治 15~21年度の状況に戻った。減税措置も 2ヵ年
27) 
で終わったわけである。この状況は明治26年度まで3ヵ年にわたって継続するが，明治27年
度は一転して 50~60%の税額添増となった。その原因は明治26年，三多摩地方の東京府への移
管による税の全面的な減収を補うためにあったと推察されるが，新たな税額表は次の通りで
28) 
ある。
第1等 揖臼 50柄万二力算碓スハ以描下碓倣之5柄以、上 金 16円
第2等 同 45柄以上 金 13円50銭
第3等 同 40柄以上 金 12円
第4等 同 35柄以上 金 10円50銭
第5等 同 30柄以上 金 9円
第6等 同 25柄以上 金 7円50銭
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第7等 同 20柄以上 金 6円
第8等 同 15柄以上 金 4円50銭
第9等 同 10柄以上 金 3円
第10等 同 5柄以上 金 1円50銭
第11等 同 3柄以上 金 75銭
第12等 同 3柄未満 金 37銭
紡績用其他水車 金 75銭
一律50%増の中にあって，揚臼ランク第1等は 60%増を強いられ，第12等のみは 25%増に留
められている。
2. 用途多様化への対応
以上，明治27年度までは，水車の最大機能であった揚臼の柄数による等級分けを中心に税額
を定めるという税則が貫かれてきたが，明治28年度からは様相は一変する。すなわち，項目立
29) 
ては用途別となって次のように定まった。
第1等 万力碓 1台二付 金 1円40銭
第2等 揖臼 同 金 25銭
但2斗張以上1斗毎20銭ヲ加フ
第3等 紡績用其他水車 同 金 1円
この用途別項目立てへの変更が，様々な用途への対応にその都度追われる結果を招き，事態
30) 
を複雑にした点は否めない。すなわち次の明治29年度からは次のように改まった。
第1等 万力碓 1台二付 金 2円
第2等播臼 同 金 33銭
但2斗張以上1斗毎二 13銭ヲ加フ
（煙草刻用水車 ｝器械1台二付 金 50銭
第3等 生糸製造用水車
捻糸用水車 八丁1台二付 金 50銭
第4等 右ノ外水車 1ヶ所二付 金 20銭
すなわち，従来の第3等の概念のうち，「紡績用」が「生糸製造用」と「捻糸（撚糸）用」に二
分され，従来「其他」に含まれていた中から「煙草刻用」が特に別記されるという変更であり，
それとの関連で残された「右ノ外」が新たに第4等として一括されたわけである。
明治30年度は前年と基本的には変わらず，単に「生糸製造用」の単位が「器械1台二付」に
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31) 
代わって「10釜二付」に改められただけである。しかし明治31年度からは，用途の種類もかな
32) 
り増加して下記の通り複雑化した。
第1等{:} 1台二付 金 2円
第2等 ｛ 姻木草挽刻用機用械｝ 同 金 1円50銭
第3等 擁臼 同 金 33銭
但シ2斗張以上ハ 1斗迄ヲ増ス毎二 13銭ヲ加フ
第4等
｛生糸製造用 10人取二付｝
捻糸用八丁 1台二付
金 50銭
第5等
｛糸揚用 10枠二付
綿打用劉戒 1台二付｝
金 20銭
第6等 前各項ノ外水車 1ヶ所二付 金 20銭
おのずか
すなわち発電用，木挽用，糸揚用，綿打用の項目の登場であって，ランクも自ら第6等にまで
増えた。
33) 
この新税表は，多少の文言修正があるのみで明治32,33年度と引続き採用されたが，しかし
明治34年度に再び改訂をみている。第1等に単に税額が等しいとして「万力碓」と「発電用」
34) 
を並記する落着きのなさの修正などがその趣旨とみられ，次のように改まった。
第1等 電車用 1台二付 金 7円
第2等 電灯用 同 金 3円
第3等 万力碓 同 金 2円20銭
第4等 ｛姻木草挽刻用用 ｝ 器械1台二付 金 1円65銭
第5等 ラムネ製造用器械 1台二付 金 1円
第6等 措臼 1柄二付 金 36銭
但2斗張以上ハ 1斗迄ヲ増ス毎二 14銭ヲ加フ
｛生糸製造用 10人取二付
第7等
八丁1台二付｝
金 55銭
捻糸用
｛糸揚用 10枠二付 ｝ 第8等 金 22銭
綿打用 器械1台二付
第9等 前各項ノ外 水車1ヶ所二付 金 20銭
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ちなみに，明治28年度の改訂によって序列の上で万力碓に後れを取り始めた揚臼は，今やその
序列を 6位に下げるが，一方，新規の用途種類としては「ラムネ製造用器械」が出現している。
この明治34年度税則は， 35~36年度に第4,5, 7, 8, 9等で若干の税額の改訂をみたも
35) 36) 
のの， 39年度まで6ヵ年にわたって継続された。しかし明治40年度に小修正をみる。第1等と
第2等の電気関連用水車を一本化して第1等を「発電用」とし，税額は「 1馬カニ付10銭」と
37) 
いう従出力制にする改定であった。これに応じ区分も一つ減じて第1~8等に改まっている。
この 8区分割方式は大正6年度まで1ヵ年にわたって継続するが，その間にはしばしば修
正が繰返された。先ず明治 41年度には，税額1円66銭となっていた第3等のそれが1円70銭
に，また第5等「播臼」の 36銭が40銭に， 56銭に改められていた第6等のそれが60銭に，さ
38) 
らに 26銭となっていた第7等，第8等のそれが30銭に，それぞれ税額の改訂をみている。次
いで43年度には，煙草刻用と木挽用器械を対象にしていた第3等に，「輸出用ヲ除ク」機織用
39) 
および精穀用の器械が追加された。また 44年度には第6等に，生糸製造用，撚糸用に加えて麦
40) 
押割用器械が含められ，第7等は綿打用が削られて糸揚用のみとなっている。綿打用水車の行
く先は第8等「前各項ノ外」すなわちその他のグループであろうが，このように，水車との関
連が薄れる用途が消滅方向で処理される一方で，水車との結合が次第に顕著化する新奇の器械
に対する課税が項目化されていく経過は，正に時代の推移を感じさせる状況といえよう。ただ，
税額を基準としただけの第3等，第6等のグループ造りは，いかにも雑多で急場凌ぎとの印象
を拭い去ることができない。なお 44年度には第1等「発電用」の税額が 10銭から 50銭へと大
幅に手直しされた。
41) 
次いで大正2年度には第3等に製麺用が加わって雑多性を増すが，大正4年度から 6年度に
かけては複雑に益々その度合を増していく。すなわち 4年度には，第3等は従来の煙草刻，木
挽，機織，精穀，製麺の 5用途の中から木挽が消え，替わって「清涼飲料水製造用」と「落花
生洗精用」が加えられた。また第4等には，上記の通り第3等へ移ったラムネ製造の後に，新
たに「油糟粉砕用」が項目立てられ，さらに第6等から麦押割用が加わって，税額もラムネ製
造時代の 1円50銭が1円20銭に改められている。なお，これによって第6等は，旧来の糸関
連（生糸製造・撚糸）水車のみの状況に戻った。他方，第1等「発電用」の税額も 60銭へと値
42) 
上げされている。次いで大正5年度には，万力碓のみを対象としていた第2等に，前年度第3
等から抹消されていた「木挽用」器械と，新規に「油搾用」器械が併された。また，前年度に
ラムネ製造に替わって麦押割と油糟粉砕で発足したばかりの第4等から，油糟粉砕が第3等へ
と移項され，第4等は麦押割単独に改まっている。すべてが一段上の税額が妥当とみなしての
43) 
措置であろう。また第1等「発電用」の税額は 1円へと連年の値上げを蒙った。さらに大正6
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年度には，大正2年度以来第3等にあった製麺用が，第2等が妥当とみなされてか移されて
喜。
次いで大正7年度からは「発電用」を水車課目表から切り離す変更があった。すなわち別に
「水力発電用動力」の課目が建てられ，「1馬カニ付70銭」と定められている。これに伴い水
45) 
車課目表も第2等が第1等に繰上がった 7区分割の表となった。大正9年度までこの形が継続
するが，ただ9年度には税額が一律に，額にして 4銭~30銭，率にして 13.6%~33.3%増額さ
46) 
れている。
大正 10年度には，従来の第 1等に含まれていた木挽用が独立して新規の第1等「製材用 器
械 1台二付7円」となり，さらに第5等であった生糸製造と撚糸が，「捻糸用 器械1台二付1
円」と「生糸製造用 1釜二付 10銭」と課税単位が別途とされたため二分され，区分を増やす
結果となった。すなわち第 1等～第9等の 9区分である。同時に税額も，新規第8等の糸揚用
が，従来は 10枠40銭であったものが「 1枠二付6銭」と基準を改められたほか，全般に値上
47) 
げされている。
次いで翌大正11年度からは，新たに単独で第1等に「製紙用 器械1組二付20円」が据え
られ，以下順送りされて従来の9区分は 10区分となる。併せて税額の上でも，製材用が前年の
48) まさ
7円からたちまち 10円に値上げされた。正しく目まぐるしい改変といえるが，実はこの 10区
分割もここに来てようやく落着きをみせ，昭和7年までの 11ヵ年にわたって安定する。唯一，
この区分内で変更をみたのは第6等の揚臼に関しての税額であり，大正 10年度以来の「掲臼 2
49) 
斗張未満 1柄二付50銭」が 14年度から 40銭に値下げされ，さらに昭和2年度からは 4斗張
以上， 3斗張以上， 2斗張以上， 2斗張未満のクラス分けが施され，それぞれ税額が1円， 80
50) 
銭 60銭 40銭に改められた。なお，昭和4年度からはメートル法を採用し，臼容董の 4斗
51) 
張， 3斗張， 2斗張をそれぞれ72{), 張， 54fJ, 張， 36fJ, 張としている。
なお，その後の水車税の実態は昭和8年度に関しては情報を欠くが，次の 9年度に至って確
実に消滅したものとみえる。すなわち昭和8年度県会で可決された次年度の「営業税雑種税課
52) 
目課額」表に，もはや水車の課目を見出すことはない。
IV 水車出願届出文書の所在とその分析
神奈川県立公文書館に収蔵されている水車関連出願届出文書は，「郡役所文書」として旧郡役
所ごとに分類保管された文書類のうち，津久井，足柄上，高座，三浦，鎌倉の計5郡の郡役所
文書の中に見出される。ただ点数ともなれば，冒頭でも述べた県下の水車分布概況に相応じ，
三浦・鎌倉両郡の関連文書の数は蓼々たるものである。一方，高密度に多数の水車が存在し消
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長を繰り返したであろうと推測される津久井・足柄上・高座の 3郡に関しては，年次ごとの簿
冊の残存状況が今一つ良好とはいえず，筆者の心情としては，残された文書をはるかに上回る
数の失われた文書の存在が惜しまれてならない。ましてやこれら 5郡以外の愛甲郡，足柄下郡，
吐 ゆるぎ
中郡（冗の大住・淘綾の2郡）の文書は，地方史誌の資料編の中などで若干の事例を散見する
よう すべ
ほかは，その全貌は杏として知る術もない。郡役所に託すことなく本庁が水車興廃の事務処理
に当たっていたがために，一括して文書が整理・保存されてきた東京府，京都府，石川県など
53) 
の例に比べれば，神奈川県の場合は，水車関連出願届出文書の残存率は総量の2~3割程度で
あろうかと筆者は推察している。
なお，このような事態を招いた一因は，一部の郡役所で資料が亡失していることに加えて，
先述の郡役所への事務委任措置 (pp.106-109)にもあったと筆者はみている。すなわち，「郡役
所文書」として 5郡に残されている水車関連文書は，委任条件にかなって処理された範囲内の
文書にあるいは限られており，一方，本庁が扱ったに違いない二郡以上に跨がる出願届出文書
は，遂に今に伝えられるに至らなかったというのが真相ではなかろうか。
1. 水車設置・廃業関連文書の分析
先ずは水車の設置・廃業の実態に迫ろうと思うが，簿冊・文書の保管態勢に応じて以下，郡
別に分析を進めることとする。
(a) 津久井郡の場合 水車関連文書を収める津久井郡役所の簿冊は，「自明治三十二年至明
治三十八年水車回議録」から「大正十一年土木回議」まで計8冊を数えるが，その中間の
明治39~44年，大正2~5年の計10ヵ年分を欠くなど，期待からは程遠いものがある。しか
しともかく残存簿冊の水車関連文書からは，この期間中に出願されて許可され設置に至った水
54) 
車は83台，廃業届出の水車は 31台が数えられた。なおこれらの年次別動態は，図5の上段に，
水車の用途も併せて示した。
水車設置の年次別傾向は，大正10年の 20台を最高にして大正期にプームをみるようであ
る。もちろん，この推測は，簿冊の欠損からデータを欠<'ほぼ明治30年代末期から大正初期
にかけてのブランクを抜きにしての話である。用途の上では，総数83台の約87%を占める 72
台までが繊維関連であり，しかもそのうちの 63台が紡績，製糸，紡績八丁，撚糸八丁，糸繰，
揚返等々を用途として挙げるが，一括してこれらは織物用糸の製出関係である。なお，これら
が最も集積しているのは，長竹(19台），根小屋(14台），青山 (12台）などを擁する串川村（現
津久井町）であった。また，織物そのものに関わる機織水車もみられるが，その出願文書を例
55) 
示すると次の通りである。
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図5 津久井・足柄上・高座3郡の年次別水車設置廃業状況
（棒グラフの年次別配置に当たっては 3郡を対比できるよう配慮した。）
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機織用水車場設置願
津久井郡内郷村大字若柳字下原
弐百九拾五番イ号民有地第二種
山林反別弐町八反弐畝参歩ノ内
ー水車場壱ヶ所
此水車壱輌差渡壱丈弐尺
此力織機拾台
但水路樋口（晨悶）平常水深二寸
神奈川県津久井郡内郷村若柳
願人榎本喜市
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右ハ本村大字若柳字下原山林内二湧出スル沢水ヲ「コンクリート」ヲ以テ堰留ヲ為シ私有
地内二引用シ書面ノ通リ水車設置仕リ度尤モ末流ハ同字二於テ相模川二注入スルモノニシ
テ水上水下二於テ故障ノ筋竃モ無之候又機械ハ拙者所有工場内二据付ケ機械卜水車トノ間
ハ鉄棒ニテ回転可致候二付御許可相成度此段奉願候也
大正弐年四月拾九日 右願人榎本喜市＠
神奈川県知事大島久満次殿 （以下略）
わかやぎ ちぎら
大正2年にはこの内郷村（現相模湖町）若柳のほかにも千木良村（同上）坂本にも 1台，さ
このま
らに大正8年に青根村（現津久井町）此間に 1台，次いで大正10年に青根村（同上）上青根に
3台と同村上原に 1台，大正11年には前出の千木良村坂本に糸繰との兼用 1台と，計8台の機
かいき
織水車が出現している。ちなみに青根村上原のそれは，甲斐絹用力織機の動力である旨を出願
みかげ
文書でうたうものである。なお繊維関連水車の残る 1台は，大正7年に三ヶ木村（現津久井町）
みなみがし
南河岸に登場した野尻共同繭乾燥所（カラー図11参照）のものであって，その役割は，糸製出
かんけん （ママ）
に先立って繭の劣化防止を図る乾繭工程の，乾繭機の「旋風器運転ノ為」であった。
圧倒的な割合を占める繊維関連水車の蔭にあって，穀掲用ないしは穀揚・製粉兼用すなわち
穀掲挽水車は 9台を数えるにすぎない。その分布は現相模湖町の千木良村，小原町に各l台，
とや
現津久井町の中野村に 1台，鳥屋村に 2台，青野原村に 3台，現城山町の三沢村中沢に 1台で
はせばら
ある。其の他，青野原村長谷原には明治34年誕生の製材用水車が，三ヶ木村道志川には大正3
年竣工の発電用水車が，各1台認められる。道志川筋の沢水2本に拠ろうとした前者の製材水
56) 
車の出願書面・出願図は次の通りであった（カラー図 6)。
木挽用水車設置願
（ママ）
神奈川県津久井郡青野村
弐千九百拾弐番地
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願人山寄福太郎
相模国津久井郡青野原村
字長谷原
第三千四十九番地民有地第一種
山林弐反八畝廿六歩ノ内
ー木挽用水車場壱ヶ所
此水車壱輌差渡壱丈五尺
木挽用器械壱台
但水路樋口晨菜平常水深三寸
右者本村胃尉轟沢水ヲ引用シ｛砿留メナシ）水車設置仕度尤水源ハ本村字焼山共有山林ヨリ
湧出シ字長谷原二至本村地内道志川二注入シ隣地ハ勿論水上水下二於テモ故障更二無之御
座候且引用水路設置ノ為メ道路堀割候二付テハ規則第五条二依リ埋樋トナシ通行上竃モ支
障無之様可仕候間何卒御許可被成下度此段奉願候也
明治三十三年九月二十七日
神奈川県知事周布公平殿
右願人山器福太郎＠）
（以下略）
一方後者の発電用水車は，横浜市水道の拡張工事に際し，現場作業用の動力源確保のために
計画されたものであって，製材水車業者をはじめ地元民との間で紛議を生じることとなるが，
57) 
その詳細についてはすでに別稿で取り扱った。
他方，廃業水車31台の年次別傾向は，明治30年代の 14台と大正中期の 17台に二分され，
時代とともに廃業傾向がやや増加している状況が読み取れよう。用途別には繊維関連水車15
台と穀揚（製粉兼用も含む）水車14台とが伯仲し，この状況には時期別の差がみられない。繊
維関連水車のうち大正8年，串川村長竹での一事例は紡績・機織兼用水車であり，また同年同
地の他の一例は，廃業理由に電力への転換を挙げている。なお，大正7年には鳥屋村早戸で製
材用水車1台の廃業があった。
すわらし
ちなみに大正7年2月21日付で提出された内郷村寸沢嵐の岩田辰太郎からの穀揚挽水車廃
58) 
業届には，念入りに「爾後税金御免除相成度」と記されている。筆者のみるところこれには理
由があった。津久井郡役所が大正6年6月に整理した「水車台帳改帳」に収載される，岩田辰
太郎外7人を所有者とする水車に関しての「変更事項」欄のコメントによれば，この水車は明
治29年2月29日に前所有者の岩田弥涼次が廃毀手続をしたものの，明治38年10月10日の
59) 
臨検によって継続使用中を発見された物件であった。このような違法を咎められたこともあり，
「爾後税金御免除」云々の文言の意図は，改悛の情を込めながら念押しを図ったものに相違な
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高座郡麻溝村大字下溝の共同揚返・乾繭水車出願図面 ー大正8年 4月16日出願一
（別棟となった共同揚枠所，生繭乾燥所の位置が描かれている。）
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い。
(b) 足柄上郡の場合 水車関連文書を収める足柄上郡役所の簿冊は，「明治四拾五年土地
書類」から「大正十二年 土木土地書類」まで計5冊を数えるが，その中間年次の大正2年と
大正6~11年の計7ヵ年分を欠いていて完璧とは言い難い。結局，残された水車出願届出文書
は，設置39通，廃業11通に留まっている。
設置水車の年次別分布は明治42年から大正11年にまで及び，明治45年の 10台，大正5年
の12台をピークとして大正11年の5台でもって終わる（図5中段）。用途は 39台のうちの 31
台（約80%)までが籾摺用，穀揚用，製粉用，またはそれらを兼ねる穀類調製加工用であり，
すべての年次にわたっている。津久井郡および後述の高座郡と異なる特徴は，籾摺を用途とす
る水車が目立つ点であり，穀揚専用水車19台に対して 7台を数えるが，うち 6台が穀揚との兼
用である中，明治42年，曽我村（現大井町）上大井に設置された水車は籾摺専用であった。ま
た，穀揚・製粉兼用水車は計5台を数え，うち大正5年，川村（現山北町）川村山北に誕生し
た水車はさらに製麺用を兼ねている。
食品加工水車としては，この製麺用兼用水車のほかに，大正3年，岡本村（現南足柄市）和
田河原に設けられた豆腐製造水車があった。また，繊維関連水車は 3台を数え，そのうちの一
つは大正元年9月，吉田島村（現開成町）寺ノ上に，足柄下郡小田原町（現小田原市）の住人
60) 
高木市太郎によって設置された「生糸製造用百十人取」というかなりの規模の水車である。ま
た他に大正5年には，松田町神山に綿打用水車が誕生している。他方，製材製板水車は計4台
を数えるが，大正5年，中井村（現中井町）雑色に設置されたそれは小田原町の住人によるも
のであった。
廃業水車11台の年次別分布状況は，年とともに増加する傾向をみせている。その用途別内訳
は，穀類調製加工用 10台，繊維関連1台であって，前者は穀揚用 7台，穀掲・製粉兼用 2台，
大正4年の穀揚・籾摺兼用 1台からなる。また，後者は松田町神山の綿打用水車であった。
(c) 高座郡の場合 水車関連文書を収める高座郡役所の簿冊は，「明治三十五年地理回
議」から「大正九年土木回議一種二三四類」に至る 12冊で，上述の2郡に比べて豊富であ
る。ただ惜しむらくは，明治38年， 40年， 44年～大正3年，大正7年の7ヵ年分を欠いてい
て完全ではない。
冊数では優るものの，収められた文書数は設置水車30通，廃業水車7通にすぎず，ともに津
久井，足柄上両郡の何れにも劣っている。それらの年次別分布状況は概略，設置水車は逓減，
廃業水車は逓増といえようか（図5下段）。
設置水車の用途別内訳は， 30台のうち 20台（約67%)を占める繊維関連水車が最多であ
128 
り，田名村 (6台），大沢村 (4台）をはじめ，郡北部の現相模原市域に 16台が集積し，残る
は綾瀬村（現綾瀬市）．に3台，渋谷村福田（現大和市）に 1台を数える。そのほとんどは撚糸，
繰糸，揚返用であるが，明治42年，綾瀬村早川の出願人10名からなる「早川共同繭乾燥所」
のそれは「乾繭用旋風器回転用」であって，その使用料を組合員は 1斗 10銭，組合員外は 1斗
12銭と定めている。また，大正8年，麻溝村（現相模原市）下溝に設けられたそれも，出願人
3名からなる「生糸共同揚返用及生繭共同乾燥用」（カラー図7参照）で，出願書には次のよう
61) 
に「中原式生繭乾燥器三石蒸二個」を備えるとある。
水車設置願
ー，位置神奈川県高座郡麻溝村下溝字溝開戸
第八百九拾弐番イ号地宅地内
ー，河川水路ノ名称鳩川
ー，設置ノ目的生糸共同揚返用及生繭共同乾燥用
ー，水車ノ輪径及員数壱丈参尺壱輌
ー，据付動力機ノ名称及員数
ィ，中原式生繭乾燥器三石蒸二個
ロ，生糸揚返用揚枠四拾弐枠
ー，平面図別紙ノ通リ
ー，新設水路ノ設計書及図面別紙ノ通リ
右之通リ水車設置仕度候間御認可相成度地主連署ヲ以テ此段願上候也
大正八年四月拾六日 高座郡麻溝村下溝ー一三二番地
出願人惣代 田辺広治＠）
同郡同村同所一〇五一番地
仝 仝 志村亀三郎＠
同郡同村同所九四四番地
仝 仝 小泉松次郎R
同郡同村同所七八0番地
地主天應院住職 苓法隆＠
同郡同村同所一四五三番地
檀徒惣代 小山虎之助＠
同郡同村同所一〇二五番地
仝 志村若三郎＠）
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神奈川県知事有吉忠ー殿
ちなみに中原式生繭乾燥器とは，中原作太郎が明治
34年7月に特許を得た乾燥器であって，下部に設けた
加熱器の上で回転する繭架と側面に据えた旋風器とに，
62) 
水車などの動力源を必要としたものである（図8)。
なお，繊維関連水車のうち，大正5年設置の田名村
ぼうち
（前出）望地の糸揚用水車，および大正8年の渋谷村
（前出）福田の糸繰・揚返用水車は，ともに穀揚用と
の兼用であった。
穀類調製加工用水車は，上記の兼用2台を合わせて
計11台を数える。うち穀揚用は，この兼用の2台を含
めて 7台，穀揚・製粉兼用は4台であるが，農家共有
共用の共同水車が前者で4台，後者で1台を数える。
むつあい
そのうち明治41年，六会村（現藤沢市）西俣野の 11戸
が設置した揚臼4個の共同水車や， 43年の同じく六
会村亀井野の農家20戸による揚臼5個のそれは，「共
ヲルヌリチトヘ＊ニハロイ
●繭綽給爛旋属繭繭軌燿火
錮賃賃風動肇
輪支孔孔夷翡翡回架道瞥炉
袴 霰
軸魏
置
図8 中原式生繭乾燥器
同水車設置規約書」の第1条に，「本水車ハ共同者重宝 ［資料］大日本蚕糸会(1935): 『日本蚕糸業
用ノ目的トス」とその趣旨をうたっている。
食品加工用としては大正5年，綾瀬村小園にウドン
製造用水車の設置があった。
史第2巻』，大日本蚕糸会， p.297.
による。
他方，廃業水車は 7台を数えるにすぎず，用途別には穀類調製加工用 3台，繊維関連2台，
用途不詳2台であるが，大正8年廃業の繊維関連水車は，綾瀬村早川に明治42年設置の前出の
共同繭乾燥所のものであった。
(d) 三浦郡の場合 水車関連文書は郡役所に蔵せられていた簿冊のうち，大正10年， 11年
の「土木回議」に計3件を見出すにすぎない。それによれば，大正10年，西浦村秋谷（現横須
はつせ
賀市）に精米機用水車，初声村（現三浦市）高円坊に石臼4個の穀揚用水車が，それぞれ設置
されている。前者は 3ヵ年，後者は 20ヵ年の免許であった。他方廃業関係では，大正11年に
北下浦村（現横須賀市）野比の穀揚用水車が廃業している。
(e) 鎌倉郡の場合 水車関連文書が収められた郡役所文書は，「回議綴土木」などとする
明治43~45年の3冊の簿冊と，大正8年の「回議綴土木」 1冊であり，設置水車は明治期の
簿冊に 1~3台の，計5台を数える。 43年設置の中和田村（現横浜市泉区）和泉のそれは「和
130 
泉館」を名乗る製糸工場の製糸用水車であり，一度は地元水利組合からの反対請願に見舞われ
ながらも許可をえている。 44年許可の中川村名瀬（同戸塚区）と岡津（同泉区），および深沢村
（現鎌倉市）笛田の各1台はいずれも穀揚用， 45年の俣野村上俣野（現横浜市戸塚区）のそれ
は製粉用であった。他方，大正8年の簿冊には，本郷村菅谷（同栄区）からの，毀損による穀
揚用水車の廃業届が収められている。
2. 水車の用途変更の動向
神奈川県の「水車規則」では，既述の通り，水車設置後の状況変化に関しても出願・届出が
義務づけられていた。取付ける作業機の変更もそれに含まれるが，その結果明らかになるのは
水車の用途変更の実態である。用途変更の動向は水車そのものの設置・廃業の動向と並んで，
その時期ごとの水車に対する評価・認識の推移を如実に物語っているといってよい。
用途変更の説明に当たっては，前節の水車の設置・廃業の説明の際に用いた図5の凡例区分
—穀類調製加工，繊維関連，製材・製板，等々—を踏襲することとしたい。その結果，用
途変更の類型は大別して次の三つからなる。その一つは，揚臼の削減，八丁撚機の増設など，
上記の区分内の，種類別作業機の単なる数量上の変更による場合であって，これを「種類内変
更」と呼ぶこととする。第2の類型としては，変更が区分内であるものの，例えば，揚臼・万
力碓併置の穀揚挽水車が万力碓を全廃したために穀揚水車に変じたとか，あるいは八丁撚機を
全廃して乾繭機を設置したとか，区分内の作業機械類に質的な変化が生じた場合がある。これ
を「区分内変更」とする。第3は「区分外変更」と呼ばれるべきもので，用途変更が区分外に
及ぶ場合である。例えば，豆腐製造に当たっていた食品加工水車が揚臼を併置することによっ
て2区分に跨がる存在となった，などの例がこれに該当する。
なお，現実の変更事例には，設置・廃業の際にはみられなかった組紐機と製縄機が出現する。
これらの作業機に対応するために，筆者は以下の考察で「その他」の区分を新たに追加する必
要に迫られた。
(a) 津久井郡の場合 津久井郡の用途変更は明治33年から大正8年にかけて計61事例
を数える。簿冊の残存状況からして，この間の全般の傾向は説明し難いが，先ずは一つに纏め
られた明治33~38年の簿冊に関しては，その前半の 33~36年は「種類内変更」に限られてお
り，揚臼・万力碓の増減が各年1~2件を数えるにすぎない。 37年は事例は7件に増え，うち
4件は八丁撚機1台減の 1件を含めて「種類内変更」で占められるが，残る 3件は揚臼・万カ
碓のうちの後者が全廃されるという「区分内変更」である。 38年も同様な経過でもって「種類
内変更」 4件，「区分内変更」 1件，併せて 5件の事例が数えられる。
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用途変更届出文書を収めた簿冊はこの後， 12年隔たった大正6年から 8年までの3ヵ年分を
残すにすぎない。大正6年の用途変更は 2件を数えるのみで，その内容は，一つは穀揚挽水車
の万力碓撤去，他の一つは何らかの兼用水車からの「糸揚18枠ノミ廃止」である。前者は「区
63) 
分内変更」，後者は当初が穀揚との兼用であったとすれば「区分外変更」と判定されようか。
大正7年には 8件の用途変更があった。うち 3件は「種類内変更」であるが，他の 5件は「区
分外変更」であって，その内容は揚臼・万力碓から揚臼・八丁撚兼業へ，または八丁撚専業へ
の転換が計3件，八丁撚から組紐製造への転業が2件（同一人による）である。
次いで大正8年には実に 33件の変更届があった。その内容は「種類内変更」 31件，「区分外
変更」 2件である。用途変更が多数に及んだ理由の一つは，小原町・千木良村（ともに現相模
湖町）からする糸揚用枠増設届7件の謄写版刷用紙による一括提出 (3月2, 3日付）と，他
の一つは串川村（現津久井町）青山・長竹・根小屋からする，八丁撚機増設届18件の 1月~3
月にかけての集中提出であった。これら多少疑念の湧く一括・集中届出計25件以外の残る 6件
の「種類内変更」の内容は，糸揚用枠，八丁撚機 (2件），揚臼それぞれの増設と，万力碓，組
紐機の削減である。一方，「区分外変更」 2件の内容は，組紐機または揚臼から八丁撚機への転
換各1件であった。なお，前年に始まった組紐機のあわただしい導入・廃毀は，すべてが同一
人の経営判断による結果である。
以上通観すると津久井郡の用途変更は，明治期においては 30年代後半に万力碓が減少する
という傾向がみられ，大正中期には糸揚用枠と八丁撚機の増設が目立つという点に特色がみら
れる。なお序ながら，津久井郡の大正10年， 11年簿冊には用途変更の事例を見出さない。
(b) 足柄上郡の場合 足柄上郡では明治42年から大正11年にかけて併せて 72件の用途
変更の届出をみているが，その内訳は「種類内変更」35件，「区分内変更」34件，「区分外変更」
3件である。
先ず明治末期に関しては， 42年， 45年にそれぞれ二つづつの揚臼増減に関わる「種類内変更」
が認められるが， 42年にはその他， 17件に及ぶ「区分内変更」の届出があった。これらはすべ
て穀揚水車が籾摺碓1台ずつを併設したいとする内容であって，しかも謄写版刷用紙を用いた
同じ 7 月 20 日付の北足柄村内山・矢倉沢（現南足柄市）•平山（現山北町）からする一斉届出
である。ちなみに『南足柄市史』によれば，北足柄村に南接する南足柄村（現南足柄市）の村
会でも，この年7月31日付の決議でもって，既設の46の水車からする籾摺用万力碓の増設出
64) 
願を承認している。この時期この地方の水車所有者に，何故か籾摺に対する関心が大いに高ま
ったものとみえる。ただ籾摺臼の設置が，正確に届出や村会決議の日を待ってであったか否か
は定かではない。
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次いで大正3年には併せて 6件の用途変更があった。内訳は，揚臼の増設による「種類内変
更」 2件，万力碓の添加または撤廃のあった穀揚水車，すなわち「区分内変更」の事例3件，
および，岡本村（現南足柄市）和田河原での豆腐製造水車に揚臼が増設された「区分外変更」
の事例1件である。
大正4年には用途変更23件を数えている。うち 17件は揚臼の増減による「種類内変更」で
ある。また「区分内変更」としては，万力碓の撤廃，籾摺碓の添加をみた穀揚水車，また逆に
65) 
揚臼を添加した籾摺水車，これらが併せて5例みられた。残る一つは，川村（現山北町）川村
山北での，穀揚・製麺兼用水車が製麺機を取り外した「区分外変更」の事例である。
大正5年の用途変更は 10件に留まり，うち 4件は揚臼数の変更による「種類内変更」， 5件
は万力碓・麦押割機の併置，または万力碓の撤廃による「区分内変更」である。また残る 1件
は，酒田村（現開成町）円通寺での藁縄製造機の併置による「区分外変更」であった。
大正11年には 12件の用途変更があったが「区分外変更」の例はない。 8件までが揚臼関連
の「種類内変更」， 4 件は「区分内変更」である。後者のうち 2 件は，揚臼•万力碓のうちの万
力碓の撤廃，他の2件は逆に揚臼・万力碓に加えて麦押割機の添加であった。
(c) 高座郡の場合 高座郡では明治35年から大正9年にかけて 61件の用途変更を数え
ている。先ず，明治35年の6件の内訳は「種類内変更」 4件，「区分内変更」 2件である。前
もうち
者は主に揚臼・万力碓関連であるが，海老名村（現海老名市）望地の例は煙草刻用水車で器械
66) 
1台の増設をみたものである。また，後者は万力碓，挽割碓の新設による変更であった。
明治36年には用途変更は 13件に達する。うち 11件は揚臼・万力碓絡みの「種類内変更」で
あり，残り 2件は挽割碓設置による「区分内変更」である。さらに 37年には万力碓関係の「種
類内変更」 1件， 39年には万力碓増設に伴う「区分内変更」 1件をそれぞれみる。
次いで明治41年は用途変更は 13件を数えた。うち 11件は「種類内変更」であるが，内訳は
穀類調製加工用関係8件，繊維関連3件からなり，後者は八丁撚機の減(1件），糸揚用枠の増
(2件）である。また「区分内変更」も 2件を数えるが，一つは穀揚水車に万力碓が添加され，
他は撚糸水車に糸揚用 12枠が添加される事例であった。
明治42年には5件の用途変更をみるが， 2件は揚臼数の増加による「種類内変更」， 1件は
穀揚挽水車が挽割碓を添加した「区分内変更」であり，残る 2件は，相原村（現相模原市）相
原・橋本での穀揚挽水車が糸揚機能を添加した事例であって「区分外変更」に該当する。次い
で43年には用途変更4件がみられ，うち 2件は穀揚挽水車の規模縮小，および繊維関連水車の
糸繰返機能の縮小，すなわち「種類内変更」であった。他は，一つは穀揚水車の万力碓添加と
いう「区分内変更」，一つは紡績水車が揚臼を添加する「区分外変更」である。
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大正期に入り，先ず4年には用途変更3件が数えられる。一つは揚臼数の変更に留まった「種
類内変更」であるが，他の二つは穀揚挽水車が麦押割機を新規に備え付けるとする「区分内変
更」であった。 5年は掲臼・万力碓の穀揚挽水車が精穀機を添加した「区分内変更」 1件をみ
るのみである。次いで6年には6件を数えたが，うち 3件は穀掲，穀揚挽，製麺3水車の規模
変更に伴う「種類内変更」，他の 3件は，万力碓の撤廃，および精穀機または押麦機の添加とい
ぅ，いずれも穀類調製加工用水車絡みの「区分内変更」であった。次いで大正7年は，おそら
くは穀揚挽水車からの届出であろうが麦押割機新設，すなわち「区分内変更」の 1件のみであ
る。 8年は 5件の用途変更を数えるが，うち座間村（現座間市）栗原からの麦押割機・生糸製
造施設・糸揚枠の増設を図った届出は，その原況を示す説明を欠き変更内容を明らかにし難い。
残る 4件の内訳は，揚臼減による「種類内変更」 1件と，万力碓の撤廃 (1例），麦押割機や精
穀機の取付け (2例）による「区分内変更」 3件である。次いで9年の 2件は，うち 1件は揚
臼数の変更による「種類内変更」，他の 1件は精粉機・麦揚機の取付けによる「区分内変更」で
あった。
以上，高座郡に顕著にみられる用途変更の特徴は，大正期に入って穀類調製加工関係の機械
類が続々と採用されはじめた事実である。未だ万力碓への関心が高かった明治期の情勢と比べ
て，大きな様変わりであった。
3. 無願*車の存在
第I章の「水車規則」の紹介の際にも触れたが，水車設置の願出手続などを定めたこの規則
も，現実には必ずしも厳守されていたわけではない。その背景には水車経営者の意図的な脱法
行為が一方ではあろうが，より大きくは規則に対する無理解がその理由であったと推測される。
そのような背景のもと，行政側の不十分な監督態勢も原因となり，不法水車は検知されること
もなく闇の世界に存続し，時代を下ってこのいわゆる「無願水車」が摘発されることも間々あ
った。
例えば津久井郡では，明治33年に出願された中野村（現津久井町）西大沢の紡績水車が，出
67) 
願以前にすでに運用されていた事実が発覚し撤去を命ぜられている。郡役所から僅か1km余
の地点で見逃されたままの無願水車であった。あるいは，郡役所が「水車台帳」の改訂に向け
すわらし わかやぎ
て郡下の水車を精密に再調査した際に，内郷村（現相模湖町）の寸沢嵐と若柳からは，「明治三
68) 
十八年十月十日実地臨検二依リ発見」とされる水車がそれぞれ5台と 3台報告された。郡役所
こぼ
から約4km圏内の村々で露見した事例であるが，事は村役場吏員の当初の目溢しがおそらく
その原因であろう。
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一方，高座郡でも大正中期に無願水車の存在が明るみに出ている。その第1の例は，大正6
あらいそ 69) 
年7月に新磯村（現相模原市）の信用販売組合から出願された次の糸揚水車関連である。
水車設置願
神奈川県高座郡新磯村
新磯村信用販売組合
理事願人角田重太郎
仝仝田所常太郎
字杷下弐百四拾七番地口号宅地七拾弐坪ノ内
ー水車場壱ヶ所
此水車壱輌差渡九尺
糸揚用 但拾八枠
水路，用水ヲ使用シ堰止ナシ樋口配塁三寸深サ五寸
右者新磯村磯部字杷下鳩川分水下流用水路ヲ其儘使用シ前書ノ通リ7_,I(:車設置新磯村信用販
（ママ）
売組合二使用仕度最モ右二付総テ故障等無之候間御許可相成度別紙絵図面相添へ此段奉願
候也
大正六年七月十三日
願人角田重太郎R
JI 田所常太郎⑮
地主田所寅之助＠
神奈川県知事有吉忠ー殿
何ら瑕疵のないこの水車設置願には実は伏線があって，この水車は，遡れば願人の一人田所
常太郎が半年前に出願し，その際，さらに半年を遡っての無願状態にあった事実を郡役所の実
しろもの
地調査で指摘されていた代物であった。実地調査に当たった高座郡書記成井市三の大正5年12
月25日付「復命書」には次のようにある。
依命大正五年十二月二十二日新磯村磯部田所常太郎ヨリ出願二係ル水車設置現場実地調査
候処，右ハ水車規則第二条ノ許可ヲ受ケズシテ漫リニ鳩川分水下流用水路ヲ其儘使用シ，
既二本年七月頃ヨリ繭乾燥器一台ヲ設置シ水車ヲ使用ナシ尚ホ生糸揚返器（窓数十八窓糸
揚用枠六拾枠）ヲ備へ使用セントシッ、アルヲ以テ甚ダ不都合ノ義二可有之，且ツ本件出
願ハ田所常太郎ー名二有之候モ事実ハ仝部落民二拾有余名共同ヲ以テ維持ナスヘキモ
（ママ）
ノシテ，而モ之ガ大部分ハ新磯信用販売組合員ニシテ其事業モ組合卜同様ナル生糸揚返ヲ
ナサントスルモノニ有之候間，信用組合相互間二何等カノ事l胄可有之モノト認メラレ候二
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付，両者ノ関係調査及出願人無断設置理由調査ノ上処決スヘキモノト被存候，右調査ノ状
況及復命候也（読点筆者）
すなわち，すでに操業中であったこの水車は実質は新磯村民の多数が信用販売組合員として
関わる乾繭所の送風水車であり，新たに揚返器の併置を計画出願せんとするものであった。咎
めを受けて書き改められたのが冒頭の願書であって，これには同一日付で新磯村長から高座郡
長に宛てられた次のような書状も添えられている。
別紙出願二係ル水車ノ件（中略）出願以前ヨリ設置使用ノ形跡ヲ認メラレ，無断設置使用
（ママ）
ノ理由書ヲ徴シ進達可致様御示指二接シ，早速出願人ヲ召喚其旨申伝へ候へ共，出願人ハ
全ク法規ヲ知ラザル為メ遂二知ラズ知ラズ法規二抵触セシハ只今日恐縮スルノミ悔悟候由，
絃二今回新磯村産業組合ハ事業ノ発展上前記出願二係ル水車ヲ組合用トシ使用致度旨双方
（ママ）
熟議相整ヒ候間，仝組合理事ヨリ更二出願候二付特別ノ御詮儀ヲ以テ御許可相成度此段申
添へ候（読点筆者）
なお序ながら，当初の出願人田所常太郎からは大正5年10月12日付で水車設置願書の取消
申請書が知事宛に提出され，ここに一件落着をみている。
70) 
次に第2の例は，大正6年6月の麻溝村（現相模原市）からする次の出願を巡ってであった。
水車設置願
ー，位置神奈川県高座郡麻溝村大字当麻字浅間下
第千五百七拾壱番宅地内
ー，河川水路ノ名称不動ノ沢
ー，設置ノ目的生糸共同揚返用
ー，水路樋口縦二丈七尺幅七寸
ー，水車ノ輪径及員数壱丈弐尺壱輌
ー，据付動力機ノ名称及其ノ員数揚枠三拾枠
ー，平面図別紙ノ通リ
右ノ通リ水車設置仕度候間御許可相成度此段願上候也
大正六年六月二十五日
神奈川県知事有吉忠ー殿
高座郡麻溝村当麻一三七五番地
（ママ）
原当麻生糸共同揚返所長
願出人地主内田惣太郎⑲
同村同所一三四0番地
同 地主落合森太郎⑱
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この出願を受け，前出の成井書記が先例同様に実地調査に赴いた結果は， 7月15日付の「復
命書」に次のように記される通り，この水車も無願の違法水車であった。
（前略）右ハ規則第二条ノ許可ヲ受ケズシテ無断設置シアルヲ以テ甚ダ不都合二付其事情
調査セシニ，出願人内田惣太郎・落合森太郎ハ碓氷社甲寅組及聯合会漸進社並ニ一般生糸
業者ノ委託ヲ受ケ生糸揚返ヲナス目的ヲ以テ水車設置ノ計画ヲナセシ処，其当時即チ六月
トモナ
初旬二於ケル糸価日々ノ騰貴二倶ヒ製糸揚返ノ希望者著シク増加シ来リタルヲ以テ之ガエ
事ノ急二迫リ，遂二其ノ法規二抵触スル所トナリテ全ク両名共二法規ノ何ンタルヲモ知ラ
サリシ結果ニシテ，無断設置ハ糸価騰貴ノ関係上事実不止得モノト認メラレ，且ツ該水車
設置ノ状況ヲ調スルニ水路ハ仝地先不動ノ沢ヨリ湧出スル渓水ヲ利用シ設置セルモ樋口及
吐尻ノ工事完全ニシテ，且ツ水勢緩ナル為メ下流二在ル水田及用水路等二何等支障ノ生ス
（ママ）
ルコト無之モモノト認メラレ候間，本件二対シテハ本人ヨリ無断設置ノ理由書ヲ徴シ処決
スヘキモノト被存候（後略，読点・中点・ルビ筆者）
先例に比べれば今回の成井書記の提言は至極穏便である。その理由の一つは，無断設置が願
書提出後の事に属し，高々 1ヵ月足らずであったことによろうか。出願者達が草した 8月29日
付の「理由書」もこの提言の線に添い，「…該設置ノ出願書提出致シ候処其后糸価日々ノ騰貴二
従ヒ…工事ノ竣工ヲ急ギ…」と着工前倒しの事情を述べ，「…実二恐擢ノ至リニ候…」とあって
ひたすら寛大な処置を望むものであった。
次いで大正8年には，用途変更の届出手続を怠った水車が脱税行為であるとして注意を受け
ている。すなわち，県内務部の検税吏員高梨四郎から高座郡長に宛てられた大正7年12月25
71) 
日付，「水車税脱税二関スル件」の通達の内容は次の通りである。
今般貴郡内巡回ノ際左記脱税者ヲ発見致候処何レモ水車取締規則二依ル手続未済ノモノニ
付至急右手続ヲ為サシメ相当課税方可然御取計相成度尚其ノ顛末ハ本県内務部宛御回報煩
シ度 課目 細目 標準 課税始期 町村名 氏 名
水車 撰臼 2斗未満 1 大正7年 10月 綾瀬村 武藤茂三郎
I 麦押割用 1 I I I 内藤滝次郎
I I 1 I 4月 海老名村 黒沼平次郎
I 1 1 J 5月 I 加藤彦太郎
” 
麦押割用 1 I 9月 座間村 大矢三郎右衛門製穀用 1 
I 麦押割用 1 I 8月 I 中村豊三郎
押麦用 1 大矢信重外2名
I 糸揚用 24 (枠） I 7月 I 或ハ同村信用組合ト
製糸用 30人取 シテ届出ヲ為ナラン
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これを受けて郡役所は年末という時期を厭わず，関連村役場に早速連絡したものとみえる。
すなわち海老名座間村役場宛の 12月27日付の通達文は次のようにある。
水車据付動力機変更二関スル件
貴村左記ノ者ハ水車取締規則二依ル手続履行セス無断ニテ水車据付動力機ヲ増設致居候趣
甚夕不都合二候条厳重示達ノ上速二規定ノ手続履践セシメラルベク事
これに附せられた「左記ノ者」のリストは宛先からして，もちろん海老名，座間の2ヵ村分に
限られている。ちなみに綾瀬村役場宛の通達文は残されていない。
ところでこの通達の効果も，時期がまずくて直ちに結果が出なかったとみえる。翌8年の 1
月23日には再度同じ標題の催促文が発せられた。残されている海老名座間村役場宛の文面は
次の通りである。
客年十二月廿七日高収第五七九五号通牒首題ノ件今以テ其ノ手続無之不都合二候条厳重示
達シ本書着次第直二履践セシメラルベク事
この催促文をまって，ょうやく事態は動いた。前節で述べた大正7~8年の高座郡の用途変
更の実態は，田名村（現相模原市）の 1件を除き，他の5件のうちの4件までがこの通達・催
促に反応したものであって，早きは 7年12月28日，遅きは 8年1月25日の日付でもって届出
をすませている。ただ，前表の冒頭にある綾瀬村（現綾瀬市）の2水車と海老名村（現海老名
市）の黒沼水車の届出については，関連書類は残されていない。
V 「郡役所文書」以外の資料が物語る水車の様相
「郡役所文書」の内容分析によって明らかとなる水車の動静は，—本稿で若干触れ，詳し
くは別稿を予定中の津久井郡役所の「水車台帳改帳」に関する分析は別として ほぼ以上の
説明で尽きる。ただ，簿冊・文書の残存状況からして，その内容が津久井，足柄上，高座の3
郡中心となったことは如何ともしがたい。
しかし，神奈川県は全国でも有数の水車県であっただけに，『神奈川県史』や市町村史などの
類で，水車が話題となる度合いは少なくない。そのような事例を次に紹介しようと思う。
高座郡の明治期の水車に関しては，相模原台地北中部の4ヵ村を対象にした浜田弘明の論考
72) 
がある。現在の相模原市域に属する相原，溝，磯部の 3ヵ村および現座間市の座間村の，計4
ヵ村に残された水車取調書・願届書の類による分析であって，関係水車数は 39台に達する。そ
73) 
の内訳は上記の順に，相原村5台，溝村19台，磯部村8台，座間村7台である。
これら 4ヵ村と先の「郡役所文書」で名の出る村名との重複でいえば，「郡役所文書」では，
上の磯部村に相当する新磯村磯部および溝村の計2ヵ村に，各 1台の水車をみるのみである。
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ただ，資料の年次からいえば，各村々所在の文書と「郡役所文書」との間にはずれがあり，
前者は明治22年を下限とし，逆に後者は明治35年を上限としていてそれを遡ることがない。
重複関係が稀薄であるのも一因はこの点にあろう。他方，このような資料の時代差は，双方の
水車の用途にも大いに反映している。すなわち，前者の水車39台の用途はすべてが精白・製粉
用であるが，この状況は，設置された水車の大半が撚糸・糸揚などの繊維関連である先の「郡
役所文書」の分析結果とはあまりにも隔たりが大きい。「郡役所文書」によれば，高座郡に繊維
関連水車が6台登場するのは，明治36年の綾瀬村および田名村，大沢村においてであった。明
治前期に 19台の水車を数えていた前出の溝村にも，明治41年に撚糸・糸揚水車の誕生をみて
いる。いわば，穀揚挽一辺倒であった水車群の中に，新奇の水車が突如登場するという展開で
あったとみてよい。
I章でも触れた通り，愛甲郡は水車分布の上で注目すべき郡であった。しかしIV章の冒頭で
も述べた通り，愛甲郡の「郡役所文書」の中には水車関連文書を一切見ることがない。ただ『神
奈川県史』の資料編には，愛川町役場などに所蔵の，明治 18年～大正8年に愛川村（現愛川町）
はんばら したた
半原，高峰村（同上）角田などで認められた，「紡績水車設置願」や「紡績水車設置二付約定証」
74) 
などの文書が若干紹介されている。なお当然ながら，ここにみる水車設置願の書式は，県布達
などが定めた「水車規則」に則ったものであって， I章で紹介した津久井郡などの書式例と何
ら異なるところはない。ちなみに愛川村の半原は神奈川県における撚糸水車の核心地であって，
75) 
津久井郡の撚糸地帯に水車技術を伝えたとされる先進地であった。
なお，半原を中心とした撚糸水車については，その効率の悪さを指摘する当局者の意見が書
き残されている。すなわち，半原における講演で県工業技師飯田新三郎が述べるところでは，
76) 
在来型の水車の非能率，水車と器械場をシャフトで繋ぐ不経済は次のようなものであった。
（前略）本村ノ水利程不経済二応用セラレタルハ稀ナリ，撚糸二用フル水車ノ数ハ本村ノ
ミヲ以テニ百六十二台ヲ数へ，愛甲郡全部ヲ以テシテ三百二上リ，更二之ヲ三郡（中・高
座・津久井3郡の意：筆者注）二見レハ四百二十九台ノ原動カハ悉ク日本在来ノ水車ニシ
テ，其ノ発スル動カハ実際二水力有スルカノニ分ノーニ過キス，而シテ之ヲ撚糸二応用ス
ルニ当テハシャフトヲ以テ曲折十数間ノ長キニ導キテ八丁ヲ運転スルモノモ少カラス，為
二思フニ動カハ平均更二三分ノーヲ減スヘク，即チ今日ノ水車ハ水力有スル実際ノカノ三
分ノーヲ利用セルニ過キス（後略，読点筆者）
すなわち，このような構造による動力機のエネルギーロスは 3分の 2にも及ぶというのであ
るが，同様なシャフトの採用は津久井郡の撚糸水車や乾繭水車の場合にも散見され，既述の串
川村根小屋の長さ 12間の鉄真棒を備えた高城太蔵水車 (p.111, 図3参照）にその例をみるほ
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か，その事例には事欠かない（カラー図9'カラー図 10,カラー図 11参照）。
大住郡も I章でみる通り，愛甲郡同様に水車分布の卓越した郡であった。しかし，髯贔郡と
合して誕生した後身の中郡も，愛甲郡同様，「郡役所文書」の簿冊の中に，残念ながら水車関連
文書を留めるところがない。
かなめ
大住郡の内陸部にある秦野盆地も，金目川，四十八瀬川などに拠った水車の凝集する特筆す
べき地域であった。その状況については，『秦野市史』の刊行に携わった研究者によって極めて
77) 
詳細な実地調査が施され，ほぽ全容が明らかにされている。それによれば，昭和期誕生の分も
含めて計94台に及ぶ水車のうち，ほとんどの水車が精米・精麦・製粉を用途としていた中で，
煙草刻水車も 5台を数えている。
煙草刻水車は先述 (p.132参照）の通り，高座郡の「郡役所文書」の中にも用途変更関連で 1
件，その存在が認められたが，実は秦野盆地こそが煙草刻水車の発祥地であり，核心地でもあ
った。その起源については明治5年，草山貞胤によるとする異説もあるが，より確実には明治
78) 
21年，曽屋村（後の秦野町，現秦野市）の石塚重太郎によって創出されたものである。その後
この煙草刻水車は，秦野町を中心に大いに普及し，金目川水系の葛葉川，室川沿いに 80台を数
79) 
える程の，空前のブームを捲き起こしたという。
『神奈川県史』の資料編には，一つの煙草刻水車が誕生し 20年後にはそれが消滅していく，
80) 
その経過を物語る一連の資料が載せられている。正しくは在来の穀揚挽水車が煙草刻用器械を
新たに設置し，しかし 20年後にはそれを廃毀して元に戻るという，用途変更の繰返しであっ
た。
81) 
すなわち，明和5(1768)年以来秦野町字十代 3228・3229番地に所在して穀掲挽に当たって
いた榎本水車は，明治 23年9月に至り，従来の揚臼（措臼，捲臼） 17柄，万力碓2台に加えて
表2 煙草刻水車の設備変換（榎本水車）
作業機の種類（土は増減）
年次（明治） 煙草製造 願届書の表題 願届人
掲臼 万力碓
器械
枢 台 台
（原状） 17 2 ゜23. 9. 30. 17 2 (+11) 11 水車煙草製造器械増加願 榎本茂雄
32. 1. 28. (-5) 12 (-1) 1 11 水車捲臼減少御届 榎本信太郎
35. 2. 20. (+16) 28 (+l) 2 (-3) 8 水車変更願 I 
37. ? • ? • (-12) 16 (-1) 1 (+3) 1 水車煙草器械増加願 I 
44. 3. 28. 16 1 (-8) 3 煙草器械廃業届 I 
44. 9. 4. (+7) 23 (+l) 2 〇 水車臼数増加願 I 
［資料］榎本淳家所蔵文書（「神奈川県史資料編17』所載）によって作成。
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煙草製造器械11台の増設を県知事に願い出た。以後，揚臼・万力碓・煙草製造器械の増減を繰
返す状況は表2の通りであるが，明治35年， 37年の願書には「…尤煙草製造器械卜穀物捲挽卜
仝時営業スル事不能二付昼ハ煙草製造器械ヲ運転シ夜間ハ椿挽ヲ営ム次第二付総テ故障筋無御
さま
座候…」と，水力の制約からする苦心の様にも言及があって興味深い。ところで明治44年3月
には遂に煙草器械8台を減じて廃業届の提出となったが，器械台数の推移を辿れば依然として
3台が残っている筈で不可解である。しかし同年9月の「水車臼数増加願」では，もはや揚臼
と万力碓に触れるのみで煙草器械については一切の説明はなく，半年前の「煙草器械廃業届」
は真としなければならない。 37年の願書にある煙草器械3台増の計画が中止となり，実現をみ
なかったと解釈すれば，上記の疑問も氷解するように思われる。
先に水車の用途変更の実態を取上げた際，足柄上郡の南足柄村では明治42年7月の村会に
おいて， 46台の水車から籾摺用万力碓の増設願が提出され，これが承認されていた事実を補足
資料によって紹介した (p.131参照）。その際には文脈上，詳しく触れはしなかったが，実は村
会で承認をえた万力碓の増設願には，ほかにも豆腐製造用 2件と綿打用 1件とがあった。万カ
碓とは，水車車軸の垂直回転を挽臼の水平回転につなぐ万力（歯車）に由来する命名であるが，
万力碓の用途はかくも多岐にわたるものであった。
このほか，まだ触れていない水車の用途としては足柄上郡酒田村（現開成町）延沢での線香
製造がある。この線香製造は文化8(1811)年の小田原藩の殖産興業策に応じ，南足柄村の道
了山最乗寺の山林に杉葉を得て発足したものとされるが，明治30年代に隆盛期を迎えている。
線香屋3軒のうちの一つ遠藤家の水車新設に関する史料が残されているのも明治30年のもの
であって，水車場の隣地に水田を持つ農家に対し迷惑料として年々米1俵 (4斗）の納入を約
している。さらに大正11年には，年間70円の借地料でもって，以後5ヵ年にわたる水車敷地
82) 
借受けの約定書を地主に差出している。
ちなみに線香製造水車は稀な存在であったとみえ，税則の上では遂に項目立てされることが
なく，おそらく「その他」の扱いで処理されたのであろう。
くげぬま
珍しく揚水水車の存在を物語る資料も一つみられる。正徳3 (1713)年，高座郡鵠沼村（現
藤沢市）が新田を開くに当たり，羽鳥村（同上）との村境の川から用水を汲み上げるについて
83) 
は先方に迷惑をかけぬ旨を約した文書である。羽鳥村は鵠沼村の西に接し，その間を流れる村
境の川は引地川であるが，『藤沢市史』中のこの文書の解説が「境川から水車で水を汲み上げる」
と，文書中の「境川」を固有名詞風に捉えているのは極めて紛らわしい。実在する境川の流路
はこの附近では，内陸砂丘を隔てた東方2kmの辺りにある。
最後に，水車が絡んだ灌漑水利との紛議の事例を二つ追加しておこう。一つは先に触れた紛
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84) さかわ かやまそび
議と同じく，酒匂川に発する用水を巡っての事件であり，上流側の足柄上郡栢山村・曽比村（と
あらや
もに後の桜井村，現小田原市）の水車業者と下流側の足柄下郡新屋村・小台村（ともに後の富
みず
水村，現小田原市）の農民との悶着であった。明治5年に顕在化したこの悶着は，その後下流
側の濯漑用水が益々不足する事態を生ずるに至って，遂に明治 14年，水車業者の取水制限など
85) 
を約して一件落着をみている。
かなめ
今一つは，明治 14年 9月，大住郡（後の中郡）の金目川の下流に位置する飯嶋，寺田縄（と
まとい
もに後の金田村，現平塚市），徳延，纏（ともに後の旭村，現同上）などの 9ヵ村が，上流に水
車を設ける北金目，南金目，広川（ともに後の金目村，現同上）などの水車業者を相手に，郡
86) 
長に宛てて「水車廃業御説諭願」を提出した事件である。水車による取水・分水によって灌漑
用水が欠乏を来しているとの訴えであるが，水車業者のこれに対する「答弁書」の趣旨も理に
かなっており，双方の主張を読む限りではその帰趨は定かでない。明治 14年の「水車規則」が
布達された直後でもあり，「答弁書」も明らかにその点を意識しているが，水車の使用禁止を定
まさ
めた規則第6条の適用如何が正に試されようとする，話題性に富んだー事件であったといえよ
う。ただ，その結着は明らかにしえない。
〔後記〕
(2001年7月31日脱稿）
本稿作成に向けての現地資料採集に際しては，秦野市市史担当主幹櫛田和幸氏および津久井町町史
編纂主査井上 泰氏に特にお世話になった。厚く御礼申し上げる。また，図版の浄書は関西大学大
学院博士課程水田憲志氏を煩わせた。併せて謝意を表する。
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